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1．はじめに 

 河道内の砂州上には大きく分けて裸地域と植生域が存在し，近年多くの河川において植生域の面積割合が

増加していると報告されている 1)．植生域の拡大メカニズムを把握するためには，植生の裸地域への侵入過

程を裸地域の土壌特性との因果関係に基づいて定量的に明らかにする必要があるが，裸地域の土壌に関して

物理特性のみならず，栄養塩・有機物といった生物・化学的特性まで把握した定量的データは少ない状況に

ある．以上より，本研究では裸地砂州の土壌特性について粒度分布，栄養塩・有機物量に関する現地調査を

実施し，その特徴を実証的に明らかにすることを目的とする． 

2．観測概要 

 本研究では淀川の支川である木津川の，本川との合流地点から約 11km 上流に位置する裸地砂州を対象と

し，2004 年 10 月 14 日～12 月 20 日の間に現地観測を行った．写真

-1 に示すように，対象砂州の上流端から下流端まで河道を横切るよ

うに 13 本の測線を設け，各測線上に土砂採取地点を設置し，各地点

の河床表層材料（本研究では深さ 10cm までの土壌と定義）の粒度，

栄養塩・有機物量含有量の分析を行った．栄養塩については土砂に

含まれる栄養塩の総量を示す総栄養塩と降雨などにより土壌間隙水

中に溶出する水溶性栄養塩の 2 通りの分析を行なった．また，地形

測量を行い，表流水位を基準とした比高分布を求めた． 
3．観測結果 

3-1 流下方向分布 

 砂州上流端から各測線の中点までの距離を横軸に，土壌の 10%粒

径，有機物量を測線ごとに算術平均して求まった平均値を縦軸にと

ったグラフから土壌特性の

流下方向の変化について調

べる．10%粒径，有機物量

の流下方向分布をそれぞれ

図-1，図-2 に示す．図-1

より，裸地域では流下に伴

って 10%粒径が減少してい

る．植生域については上流

側にある植生域ほど河床材

料に細かい土砂を多く含ん

でおり，下流端付近では周

辺の裸地域と同程度の粒径

となる．図-2 より，裸地域

では流下に伴って有機物量

flow

▲　土砂採取地点

写真-1 土砂採取地点 
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図-1 10%粒径の流下方向分布図
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図-2 10%粒径の流下方向分布図
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が増加し，植生域については上流側に比べて下流側の方が僅かに少

ないが，その変化量は裸地域に比べてとても小さいことが分かる．

また，下流端付近の裸地域にはその近辺の植生域と同程度の有機物

が含まれている．栄養塩については流下方向に系統的な変化が見ら

れなかった．以上より，裸地域においては 10%粒径が小さくなるに

従って有機物量が多くなり，植生域においては粒径に関係なく 10%
粒径が概ね裸地域での最小値以下であることが分かる． 
3-2 横断方向分布 

 砂州中央部付近の測線における 10%粒径，総リン量の横断方向分

布をそれぞれ図-3，図-4 に示す．図には各地点の比高も併せて表記

している．図-3 より，水際から離れ，比高が高くなるに従って 10%
粒径が増加することが分かる．図-4 より，一点のみ例外があるもの

の，水際に近い領域で総リン量が多いことが分る．その他の栄養塩

や有機物については横断方向に系統的な大小が見られなかった． 
3-3 土壌の物理化学的組成 

 総窒素・リン，水溶性窒素・リンの関係をそれぞれ図-5，図-6 に

示す．ここで，裸地域の中で 10%粒径が 0.7mm 以上，0.7mm 以下の

地点をそれぞれ裸地域 1，裸地域 2 と分類した．図中には植物プラ

ンクトンに代表される典型的な有機物質の元素構成比であるレッド

フィールド比を併せて表記している．図より，総窒素/総リン，水溶

性窒素/水溶性リンともに粒径に依存しないことが分かる．総窒素/
リンについては多くの点でレッドフィールド比を下回り，特に植生

域でその傾向が強い．逆に，水溶性窒素/リンについてはレッドフィ

ールド比を上回る点が多く，特に植生域で水溶性窒素/リンが大きい． 
4．まとめ 

 木津川砂州の裸地域を対象として河床材料の粒度，栄養塩・有機

物量の現地観測を行った結果，上下流方向の変化について下流側に

細粒分や有機物を多く含んだ土砂が堆積し，横断方向については水際に細粒分や総リンを多く含んだ土砂が

堆積している．また，河床材料に含まれるリンは窒素に比べて総栄養塩に対する水溶性栄養塩の量が少ない． 
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図-5 総窒素・リンの関係 

図-6 水溶性窒素・リンの関係 

図-3 10%粒径の横断方向分布図 図-4 10%粒径の横断方向分布図
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